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〔1〕
　戯曲「マクベス」の開始は戯曲「ハムレット」のそれと相似たものを持って
いる。この二つの戯曲のいずれも，そのopening　sceneの雰囲気は混とんと
しており，すべてを破滅にみちびく悪の雰囲気の基調が打ち出されている。シ
ェイクスピア劇の特徴のひとつに，第一幕第一場が，劇全体に対して密接な，
有機的な役割をになっていることが多い，ということが挙げられるが，「マク
ベス』という戯曲においても同じことが言える。　「ハムレット」においても
「マクベス」においても，その第一幕第一場で，わたくしたちは主人公の名前
を聞くのであるが，混とんたる雰囲気のなかにあって彼らについて知るべき何
ら重要な知識も得られず，暗黒のうちにあって，事物の正体もさだかでなく，
言い知れぬ不安におののかせられる。しかもシェイクスピアがこの二つの戯曲
を開始させている言葉が，いずれも疑問の文である。
Bernado．　Who’s　there　？　　　　　　　　　　　　　　（Hamlet，1．　i．1．）
－First　VVitch．　When　shall　we　three　meet　again　？
　In　thunder，　lightning，　or　in　rain？　　　　　　　　　　　　　　（Macbeth，1．　i．1～2・）
　わたくしたちは先ず，不安と，疑惑と混乱のうちに導入されて行く。事物の
実体がつかめない。すべてのものを検出しなければならないのである。濃い霧
に包まれたなかを手さぐりで進まなければならない。それはちょうど，「ハム
レット」にあっては，ハムレットが謎の霧の中で，悪の正体と神の使徒として
　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一
の自己の使命を見出して行かなければならないように，また，「マクベス』にあ
っては，魔女たちの予言を実現するための思考と行動の一致を，支離滅裂な不
安のなかに模索していかなければならないのと同じである。そして，　「マクベ
ス』のすべての物が疑惑に包まれており，その実体がつかめないという雰囲気
は，その第一幕のはじめの四つの場がいずれも疑問文で開始されていること，
しかもこの四つの場に25を超える疑問文があらわれることもみごとな暗示と
なって，　『マクベス」劇全体の主題をささえていると言ってもよい。
　　　When　shall　we　three　meet　again．．．？　　　　　　　　　　（1．　i．1．＞
　　　What　bloody　man　is　that？　　　　　　　　　　　　　　（1．　ii．1．）
　　　Where　hast　thou　been，　sister　？　　　　　　　　　　　　（1．　iii．1．）
　　　ls　exeruti°n　d°ne°n　Cawd°「？　　・　　（Li叫）
　この疑惑と混とんの要素は，マクドンウォルド討伐の戦況を述べる血みどろ
lD　Sergeantの言葉でさらに強調される。
　　　　　　　　　Doubtful　it　stood；
　As　two　spent　swimmers，　that　do　cling　together
　And　choke　their　art．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　ii．7～9．）
　「勝敗はいずれとも申しあげかねました。水中，泳ぎ疲れて，力の尽きはて
　たもの同士が，たがいに相手にからみつき，手足の自由を失って，もがき苦
　しむさまにも似て」
さらにSergeantの言葉が続く。
　So　from　that　spring　whence　comfort　seem’d　to　come
　Discomfort　swells．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L　ii．27～28．〉
　「まずは安心と身かたの幸を汲もうとした泉から，思わぬ悲運がわきあがっ
　た」
　このさだかでない混とんが最も強く打ち出されているのは，マクベ冬とバン
クォーが魔女たちと出会う場である。ここでは真実がまったく謎の霧の中であ
る。　‘
Fif’st　Wゴ励。・Lesser　than　Macbeth，　and　greater．
　　　　　　　　　　　　　　　－2一
Second　Witch．　Not　so　hapPy，　yet　much　hapPier，
Third　Witch．　Thou　shalt　get　kings，　though　thou　be　none：
　So，　all　hail，　Macheth　and　Banquo！　　　　　　　　　　　（1．　iii．65～68．）
第一の魔女　　マクベスどのよりは小さくて，ずっと大きなおひとだ。
第二の魔女　　それほどの運もないが，ずっと好運なおひとだぞ。
第三の魔女　　子孫が王になる，自分がならんでもな。さ，ようこそ戻られ
　　た，マクベスどのにバンクォーどの！
　こうして観客あるいは読者は価値や事件がおぼつかなく不安定で，相反する
ものが逆説となって結合されている世界へ導入されていく。
　魔女たちが再会の時を話し合う，
　When　the　battle’s　lost　and　won．　　　　　　　　　　　　　　（1．　i．4，）
　「戦いが負けて勝った時」
という言葉は第二場をしめくくるダンカン王の言葉，
　What　he　hath　Iost　noble　Macbeth　hath　won．　　　・　　　．　　　t
　「彼の失ったものを，心の正しいマクベスが手に入れたのだ⊥・
のなかに，また，同じ魔女たちの唱える，
　Fair　is　fou1，　and　foul　is　fair：
　「きれいはきたない，きたないIJIきれい」　　　　　　　　　　、
というお題目のような言葉は，マクベスの，
　So　foul　and　fair　a　day　I　have　not　seen．　　　　　　　　　・　　　　・　　（1．　iii’38．）
　「こんなに悪く，またこんなに良い日には遭ったことがない」
という言葉のなかにそれぞれその呼応を見出している。‘fair’が‘foul’であ
り，‘foul’が‘fair’であるというのは，まったく転倒した価値観の表明である
といえる。外見（appearance＞が実体（reality）ではないのであり・，外見が信
頼できないのである。ダンカン王は謀反を起こして処刑されたコーダーのこと
を語って言っている。　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　・
　There’s　no　art
　To　find　the　mind’s　construction　in　the　face：　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　－3一
　He　was　a　gentleman　on　whom　I　built
　An　absolute　trust．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　iv．11～14．）
　「顔つきから人の心を読むすべはない。心から信頼していたのだが」
　こうした不分明の領域にシェイクスピアが，「こんなに悪くまたこんなに良
い日には遭ったことがない」という言葉でもってマクベスを登場させている
意図はあきらかに，マクベスと魔女たちとを連関させ，彼の悪への傾斜を予想
させることにあると思われる。Edward　Dowdenもこのことに関して次のよう
に述べている。
　　＿although　Macbeth　has　not　yet　set　eyes　upon　these　hags，　the　conne－
　ction　is　already　established　between　his　soul　and　them．　Their　spells　have
　already　wrought　upon　his　blood．
　　　　　　（Shaleespeare，　His　Mind　and　Art〔New　York，1900〕，　p．222．）
　同時に，マクベスにそう言わしめた根本には，マクベス自身は悟っていなか
ったであろうが，ただ天候や戦さの状況だけでなく，もっと広い意味におい
て，自然（natural）と反自然（unnatural），あるいは秩序と反秩序といったも
のに対するマクベス自身の道徳的混とんを表現しているとも言える。とはいっ
ても，シエイクスピアがマクベスと魔女たちとを連関させて，最初からすでに
悪の世界へ転落してしまっているマクベスを描いていると考えることは，その
後のマクベスを襲うはげしい道徳的葛藤を不当に低めてしまうことになるであ
ろうし，この劇の開始に当ってマクベスを栄光の武将として登場させている作
者の意図を看過がすことにもなるだろう。正統の王ダンカンの臣下として，神
の秩序（order）〔正義（justice）または自然の法（natural　law）も同義〕の防
衛者としてのマクベスは，ダンカン王やバンクォーよりもすぐれた人間として
描かれていると言っても差し支えない。第三の魔女が言う，
　　All　hail，　Macbeth！that　shalt　be　king　hereafter．　　　　　　（1．　iii．50．）
　「いずれは王ともなられるマクベスどの万才！」
という言葉はマクベスの栄光の究極を暗示している。しかし，ここにはすでに
反自然的なものがマクベスの小宇宙（microcosm）を乱す兆しをみせている。
　　　　　　　　　　　　　　　－　4一
This　supernatural　soliciting
　Cannot　be　ill，　cannot　be　good；if　ill，
　Why　hath　it　given　me　earnest　of　success，
　Commencing　in　a　truth　？Iam　Thane　of　Cawdor：
　If　good，　why　do　I　yield　to　that　suggestion
　Whose　horrid　image　doth　unfix　my　hair
　And　make　my　seated　heart　knock　at　my　ribs，
　Against　the　use　of　nature　？Present　fears
　Are　less　than　horrible　imaginings；
　My　thought，　whose　murder　yet　is　but　fantastical，
　Shakes　so　my　single　state　of　man　that　function
　Is　smother’d　in　surmise，　and　nothing　is
　But　what　is　not．
「この超自然（反自然）の誘惑はわるいはずがない。また，
もしわるいのなら，成功を約束するような真実ではじまるはずはあるまい？
現に，おれはコーダーの領主になった。が，もしよいものなら，その誘いを
うけて，その恐しいまぼろしに，身の毛がよだち，心臓の激しい鼓動に胸が
張りさけそうな，常ならざることが起るのか？　現在の恐しさは，想像のえ
がく恐しさほどではない。いまはただ想像だけで殺人を行っているのだが，
そのためにこのおのれの全体がかき乱され，臆測が一切の機能を窒息させ，
あるものは実在しない幻影ばかりだ」
（1．iii．　130～142．）
よいはずがない。
　ここに表われている‘state　of　man’はJulius　Ctesar，　II．　i．67．やHenry
V．，1．ii．184．などにも出て来る，人間を大宇宙（macrocosm）の型にもとつい
て作成された小宇宙（micrccosm）と見たkingdomの考えである。全宇宙と
いうものが，神をその頂点において，天使，人間，獣類植物，鉱物という五
大範ちゅうが整然たる位階（degree）を保って，全体が神に包摂される一つの
秩序大系をなして存在するものであり，さらにそのような全宇宙の秩序の様式
　　　　　　　　　　　　　　　一5一
は，全宇宙の秩序体系の中のさまざまの部分においても相似的に対応している
という，中世スコラ哲学によって組み立てられた宇宙観（自然観）に基づくも
のである。
　この第一幕第三場におけるマクベスとバンクォーの対比は劇全体の主題にさ
しかける投影として重要であろう。
Banquo．　　　　　　　　　　　　　But’tis　strange：
　And　oftentimes，　to　win　us　to　our　harm，
　The　instruments　of　darkness　tell　us　truths，
　Win　us　with　honest　trifles，　to　betray’s
　In　deepest　consequence．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　iii．122tv124．）
バンクォー　が，不思議だな。そういえば，よくあること。人を破滅の道に誘
　いこもうとして闇の手先どもが，ときには人に真実を語り，つまらぬことで
　人を信用させ，いちばん大事なところで裏をかくという手だ。
　マクベスの言葉にTとか‘my’・といった主観的な語がくり返し用いられて
いるのに対し，『バンクォーのそれには客観的あるいは集合的な‘we’だけが用
いられている。マクベスの孤独の暗示をなげわけていると言える。バンクォー
も普通の人間であり，誘惑におちいりやすいのであるが，彼にはその誘惑に抗
することができるし，彼は［すべてを大いなる神のこころにゆだねている（第
2・M第3場131）」人間なのである。象徴的にはバツクォーはマクベスの一面，
すなわち，彼がその魂をすべて闇の魔力にあたえてしまう以前に，みずからの
うちに破壊してしまわなければならなかったhumanityを表わしていると考
えてよいであろう。それだから，マクベスはバンクォーを殺害しなければなら
ないし，死せるバンクォーが亡霊となってマクベスの前に現われ，マクベスの
うちにあるhuman　forceというものは容易には消滅させることはできないこ
とや，恐怖の苦しみ，「夜ごとさいなむ悪夢（第3幕第2場18～19）」，「おの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■れの心のなかをはいずりまわるさそり（第3幕第2場36）」の苦しみが，マク
ベスの破滅のHまで続くのだということを思い知らせるのである。バンクォー
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とその亡霊はマクベスの心のなかの葛藤と，人間と人間性を結ぶきずなを断ち
切ることの困難性とを映し出す役目をになっている。
　バンクォーが自然の正しい秩序のなかにあって，悪をはねのけるマクベスの
一面を代表しているのとは逆に，マクベス夫人は反秩序の世界にあってマクベ
スが自己と秩序の世界とを結ぶきずなを断ち切る道徳的選択（moral　choice）
に手をかしてやる役目を果たしている。　（しかし，マクベスを破滅させた道徳
的選択はマクベス自身のうちにのみとどまるべきではあ．るが）ここに14世紀
の半ば過ぎから行なわれはじめ，「善」と「悪」．との両方が「人間」を奪い合
うというテーマが最も普通であった道徳劇（morality　play）のなかにあるマク
ベスの姿を見出すことができる。マクベス夫人はマクベスをそそのかし，同時
に，バンクォーを消滅しなければならない。魔女たちとの出会いを知らせるマ
クベスの手紙を続み，ダンカン王が自分のところへやって来ると知った時，彼
女はその目的を果たすため，闇の力にむかって訴える。
　　　　　　　　　　　　　　　Come，　you　spirits　　　　　l　・’
　That　tend　on　mortal　thoughts！unsex　me　here，
　And　fill　me　from　the．crown　to　the　toe　top・fu1L　・　tt・一　　　　：・．
Of　direst　cruelty；make　thick　my　blood，　　’・，，
Stop　up　the　access　and　passage　to　remorse，
That　no　compunctious　visitings　of　nature
Shake　my　fell　purpose，　nor　keep　peace　between
The　effect　and　it！Come　to　my　woman’s　breasts，
・e．
And　take　my　milk　for　gall，　you　murdering　ministers，、
　Wherever　in　your、sightless、sゆstances．
　You　wait　on　nature’s　mischief！Come，　thick　night，
　And　pall　thee　in　the　dunnest　smoke　of　hel1，”
　That　my　keen　knife　see　not　the　wound　it　makes，
　Nor　heaven　peep　through　the　blanket　of　the　dark，
，、、To　cry‘Hold，　hold！’’　　　　　”　　・．．：∫　　‘匹
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　　隔　　「
．　　　（Lv，40ん54．）
一さあ，血みどろのたくらみごとに手を貸す精霊どもよ，早く来てわたしを
女でなくしておくれ，頭のてっぺんから足の爪先まで，恐しい残忍な心でい
っぱいにしておくれ！　わたしの血を濃くしておくれ，やさしい情の通路を
ふさいでおくれ。人なみの良心が訪れて来て，わたしの凶悪なたくらみをぐ
らつかせ，その実行を思い止まらせたりすることのないように！　人殺しの
手さきども，このふくよかな女の胸に忍びこみ，甘い乳を苦い胆汁に変えて
おくれ。いまもいまその見えぬ姿で，どこか悪事のかげをうろつきまわって
いるお前たち。さあ，暗黒の夜，早く，ここへ，どす黒い地獄の煙に身を包
んで！　わたしの鋭いヒ首に，そのつくる傷口が見えないように，天が闇の
とばり越しに『待て！」と叫んだりしないように！」
　生命と養育の象徴である女が，女でなくなろうとすることは，自然への反逆
の意志を端的に示すものである。この反自然のモチーフはふたたび彼女の残忍
な叫びの中に現われる。
　　　　　　　　　　　Ihave　given　suck，　and　know
　How　tender’tis　to　love　the　babe　that　milks　me：
　Iwould，　while　it　was　smiling　in　my　face，
　Have　pluck’d　my　nipple　from　his　boneless　gums，
　And　dash’d　the　brains　out，　had　I　sworn　as　you
　Have　done　to　this．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　vii，54～59．）
　「わたしは乳を飲ませたことがありますから，わたしの乳を吸う赤ん坊がど
　んなにかわいいものか知っています。しかし，あなたがこれ〔ダンカン王の
　殺害〕をやると誓ったように，一旦やると言ったら，その赤ん坊がわたしの
　顔を見てにこにこしている最中にだって，その子の骨のない歯ぐきから乳首
　をひったくり，その脳みそをたたき出してみせます」
　マクベス夫人に子供があったかどうか，ということはこの場合問題ではない
であろう。この言葉は事実を伝える意図は含んではいない。これはいわば一種
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の‘ritual’な表現とでもいうべきで，自然と神とに反する反秩序の世界にあっ
てマクベスをそそのかしていることを強調する反自然的イメージであると解す
べきである。従って，劇のあとの部分で，妻子を虐殺されたことを知らされた
マクダフの，
　He　has　no　children．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IV．　iii．216．）
という言葉で，マクベスには子供がないということ示しているとしても，それ
はシェイクスピアがこのマクベス夫の言葉を忘れてしまったということにはな
らない。マクダフの場合においても，マクベス夫人の場合と同様，‘ritual’な
表現でマクダフの感情の烈しさを強調しているのだと思われる。つまり，マク
ベスは生命の破壊者であり，生命の創造者として描くことが不可能なのだとい
う意味であるげ
　反自然的生物と化した夫人の決断力にあっても，まだマクベスは決心がつか
ない。かれら夫婦の長い日々の暮しに，無上の権力が訪れるかどうか，すべて
がかかっているたくらみを実行するかどうかということに対する彼の答は，
「いずれ，あとで相談しよう」であり，夫人の「あとのことは，みんなこのわ
たくしに」の言葉でこの夫婦がはじめて会う場面（第1幕第5場）が閉じられ
る。
　中世スコラ哲学によって精緻に組み立てられた自然観に裏打ちされた自然法
的思想によれば，国王の彼の王国に対する関係は神の宇宙に対する関係と等し
いのであるから，正統の国王を殺害しその王位をさん奪するということは，宇
宙の秩序と調和に相反することであり，自然の否定，神への挑戦である。マク
ベスはこれによってみずからの存在の根源を断ち切ることになり，そしてこの
ことは‘father　symbolism’を現わす，マクベス夫人の言葉のなかにその残響
を聞きとることができる。
　　　　　　　　　　　Had　he　not　resembled
　My　father　as　he　slept　I　had　done’t．　　　　　　　　　　（II．　ii．14～15．）
　「あの時の寝顔が死んだ父に似てさえいなかったら，自分でやってしまっfc
　のだけれど」
　　　　　　　　　　　　　　　－　9　一
　魔女たちはマクベスに三つのことを言った。まずはじめに，マクベスはグラー
ムズの領主だと言った。次に，コーダーの領主だと言い，最後に，将来は国王
になる人だと言った。マクベスはすでにグラームズの領主であるから，、グラー
ムズの領主というのはマクベスの最初の位置である。コーダーの領主というの
は，魔女たちが大地の泡のように消え失せたつぎの瞬間に彼が移ったことを知
った位置である。マクベスにとってこれはまったくの驚きであり，自分以外の
力によって移された位置のように感じられたのである。さらに第三の国王の位
置へも移って行こうと考える。しかし，ここで制動をかけるものがあったb
マクベスの第三の位置への移動を妨げる正しい秩序の力のすべてが，マクベス
自身によって喚起される。もしマクベスがその惰性で何の苦もなく悪の道を突
き進んで行ったとしたら，悲劇の主入公マクベスは存在し得ながったであろ
う。
　　　　　　　　　　　　　　He’s　here　in　double　trust：
　First，　as　I　am　his　kinsman　and　his　subjeOt，”
　Strong　both　against　the　deed；then，　as　his　host，
‘Who　should　against　his　murderef「．　shut　the　door，
　Not　bear　the　knife　myself．　Besides，　this　Duncan
・』 gath　borh　his　faculties・so　meek，　hath　been　　　　　　　　　：’　’”
　So　clear　in　his　gretit　office；that　his　virtues　　　　　　　　　　　：’』・・　’
　Will　plead　like　angels　ttumpet－tongu’d　against
　The　deep　damnation・of　his　taking・off；　　・　　　’l
　And　pity，　like　a　naked　ne曽一born　babe，．’　　　　層　　　　　－　：
|Stridihg’the　blast，　or　h’eaven・s　cherubin，　hors・d　　　　　・．
　Upon　the　sightless　couriers　of　the　air，
　Shall　blow　the　horrid　deed　in　every　eye，，
That　tears　shall　drown　the　wind．　I　have　no　spur　　　　・　　　．
　To　prick　the　sides　of　my　intent，　but、only
　Vaulting　ambition，　which　o’erlaps　itself
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And　falls　on　the　other．一　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　vii．12～28．）
「王がいまここにいるのは二重の信頼からだ。まず，おれは身うちで臣下
だ。いずれにしろ，そんなことはやりっこない。それに今夜は主人役，逆意
をいだいて近よる者を防ぐ役目，それがみずからヒ首をふりかざすなど，も
ってのほかだ。そればかりか，ダンカンは，穏和な君徳を施され，王として
一点，非のうちどころがない。うっかり手をくだそうものなら，その平素の
鱗天使のように大声で非道鐸を読みあげよラ・そしてあわれみ≒いう
やつが，生れたての赤子の姿を借りて疾風にのって駆けまわり，あるいは眼
に見えぬ大気の早馬に乗って，智天使のごとく世入の眼にむざんな悪行を吹
きつける。涙の雨で風が和らぐくらいに。それにさからってまで，意中の馬
の横腹にあてる拍車はない。あるのはただ，鞍にまたがろうというのに跳び
すぎて向う側へ落ちてしまうようなはね上る野心だけだ」
　マクベスはまた，神の正しい秩序に挑戦することによって，自分がすべての
人間から切り離され，ひとりとり残されて孤立してしまうことを知っている。
　Idare　do　all　that　may　become　a　man；
　Who　dares　do　more　is　none．　　　　　　　　　　　　（1．　vii．46～47．）
　「男（人間）にふさわしいことなら何でもやってのける。それが度を過ぎれ
　ば，もう（男）人間ではない」
　こうして魔女たちが，正しい秩序の世界にあっては栄光に輝やく武将で，心
のやさしいマクベスに，、あらゆる熱情のうちでもっとも危険であり，もっとも
罪深きもののひとつである野心（ambition）T－一シェイクスピアにとって，聖
トマス・アクイナスの場合におけると同様，野心は神のこころと自然の秩序へ
の反乱であった一を吹きこみ，この野心がマクベス夫人に伝えられて実を結
ぶことになる。そして神に挑戦するという無謀を昌すことによってマクベス
は，みずから救いのみなもとを断ち切ってしまい，ひたすらにdamnationの
道を突っ走ることになる。
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〔皿〕
　ダンカン王殺害にいたるまでの「マクベス」劇の焦点は，濃い霧に包まれた
混とんの世界にあって，マクベスの疑惑と不安，そして国王殺害の決断にあ
る。つまり，マクベスの内側の世界にだけ作者の視点があると言えるのだが，
殺害後の焦点はさらにマクベスの外側の世界にまでひろげられている。マクベ
スの小宇宙の乱れが大宇宙の乱れをひき起すのである。マクベスの悪の行為は
自然を乱すものであり，整然たる位階を保ち調和のとれた宇宙体系に存する統
括的原理を撹乱するものであっ元。マクベスがダンカン王の生命を奪った傷口
を前にして，
　　His　silver　lac’d　with　his　golden　blood；
　　And　his　gash’d　stabs　look’d　like　a　breach　in　nature
　　For　ruin’s　wasteful　entrance：　　　　　　　　　　　　　（II。　iii．113・vl15．）
　「その銀の肌に黄金の血が流れて，えぐられた傷口は荒廃を生む破壊の力が
　押し入る通路として自然の中にあけられた突破口のようだった」
と言った時，彼は他人を欺こうとした言葉の中に真実を語ってしまっている。
　その部分と全体，そして部分と部分との間に相似と密接な対応とを見る自然
の秩序にあって，マクベスの‘microcosm’の乱れは必然的に‘macrocosm’の
乱れを生ぜしめた。天地の乱れは事件のあった翌朝，マクダフとともに，事件
のことを知らずに王を迎えに来たレノックスの口から明らかにされる。
　　The　night　has　been　unruly：where　we　lay，
　　Our　chimneys　were　blown；and　as　they　say，
　　Lamentings　heard　i’the　air：strange　screams　of　death，
　　And　prophesying　with　accents　terrible
　　Of　dire　combustion　and　confus’d　events
　　New　hatch’d　to　the　woeful　time．　The　obscure　bird
　　Clamour，d　the　livelong　night：some　say　the　earth
　　Was　feverous　and　did　shake．　　　　　　　　　　　（II。　iii．54・v60．）
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「昨夜は一晩中荒れました。わたくしどもが宿をとっておりましたところで
は，煙突が吹き倒されました。そしてうわさによりますと，悲歎の声が空中
に聞こえ，断末魔の奇怪な叫び，そしてみじめな世に新たに生み出された大
乱や大変事を告げ知らすおそろしい声が聞えたということです。闇の鳥〔ふ
くろう〕も夜どおし鳴きつづけたそうです。なかには，大地がおこりの熱に
とりつかれて震えおののいたなどと言う人もあります」
　　この天地の乱れはロスと，70年の人生を生きてきた名もない老人との短い会
話のなかで再び強調されている。
Old　Man．　Threescore　and　ten　I　can　remember　well；
　　Within　the　volume　of　which　time　I　have　seen
　　Hours　dreadful　and　things　strange，　but　this　sore、　night
　　Hath　trifled　former　knowings。
Ross．　　　　　　　　　　　　　　　　　Ah！good　father，
　　Thou　seest，　the　heavens，　as　troubled　with　man，s　act，
　　Threaten　his　bloody　stage：by　the　clock，tis　day，
　　And　yet　dark　night　strangles　the　travelling　lamp．
　　Is，t　night’s　predominance，　or　the　day’s　shame，
　　That　darkness　does　the　face　of　earth　entomb，
　　When　living　light　should　kiss？
Old　Man．　　　　　　　　　　　　　　　’Tis　unnatura1，
　　Even　like　the　deed　that’s　done．　On　Tuesday　last，
　　Afalcon，　towering　in　her　pride　of　place，
　　Was　by　a　mousing　owl　hawk’d　at　and　kill’d，
Ross．　And　Duncan’s　horses，　　athing　most　strange　and　certain，
　　Beauteous　and　swift，　the　minions　of　their　race，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　Turn，d　wild　in　nature，　broke　their　stalls，　flung　out，
　　Contending’gainst　obedience，　as　they　would
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　Make　war　with　mankind．
Old　Man．　’Tis　said　they　eat　each　other．
Ross．　They　did　so；to　the　amazement　of　mine　eyes，
　That　look’d　upon，t．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．　iv．1～20．）
考人　　70年このかた，なんでもよく憶えております。その長い年月のあいだ
　には，恐しいときにもあい，気味の悪いことにも出くわしました。それも昨
　夜のおそろしさにくらべますと，ものの数ではございません。
ロス　　ああ，御老人，見なさい。天も人間の所業に乱れたか，この血なまぐ
　さい舞台を険悪にくもらせている。時計はまだ昼間だが，夜の闇が，めぐり
　歩く燈火〔太陽〕の光を殺してしまった。夜の勢がまさってか，それとも昼
　が恥じて顔をそむけたのか，生命の光が大地の面に口づけしているべき時
　に，暗黒の闇がそれを墓場の暗さにおおっているのは。
老人　　自然の理に反することでございます，ちょうど咋夜行われた所業と同
　じように。この前の火曜日には，一羽の鷹か，空高く舞い上り誇らかにその
　高みを極めたかと思うと，ねずみを取って喰うふくろうの爪にかかって殺さ
　れました。
ロス　　それから，ダンカン王の御乗馬が一奇怪きわまることだがほんとな
　のだ一美しい，足の早い，駿馬中の駿馬であったが，急にその性が狂暴に
　なり，厩を破って跳び出した。まるで人間と一戦をまじえようとでもいうよ
　うに，反抗して言うことを聞かなかった。
老人　　馬どうし喰い合いをしたとかいうことですが。
ロス　　そのとおりだ，それを眼のあたり見ていたわたしは呆然とした。
　自然の秩序が転倒し，自然の乱れが鳥獣にまで及んだのである。しかし，観
客あるいは，読者の視点はこの特定の時と場所に固定された自然の乱れより
も，それを作り出した，時と無関係な精神的領域とも言えるマクベス自身の自
然の乱れに移される。マクベスは食事の間も恐怖につきまとわれ，夜ごとの悪
夢にうなされる。首尾よく王冠を手に入れたマクベスはそのかわりに，眠り
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を，自然のめぐみを失ってしまったのである。ダンカン王殺害の後，舞台に姿
を現わす各場面で，マクベスは自己の人間性をつぎつぎに失って行く。人間性
がマクベスからこぼれ落ちて行く最初の兆候は国王殺害の模様を夫人に語ると
きの言葉にあらわれる。　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Icould　not　say‘Amen’
　　When　they　did　say‘God　1）less　us！’　　　　　　　　　　　　　　　（II．　ii．31．）
　「「神よ，お恵みを！」と奴らが叫んだとき，おれは，　どうしても　「アーメ
　ン』と言えなかった」
　彼の犯した罪がマクベスの口をふさぎ，その人間性を圧殺し，人間の世界か
らマクベスを切り離してしまう。孤独の闇へその第一歩を踏みこんで行くマク
ベスの姿がある。
　　But　wherefore　could　not　I　pronounce‘Amen’　？
　　Ihad　most　need　of　blessing，　and‘Amen’
　　Stuck　in　my　throat．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．　ii．32～34．）
　「でも，どうしておれは，「アーメン」の一語が口に出せなかったのだ？
神の慈悲をいちばん必要としていたのは，このおれではないか。それなのに，
ことばが咽喉にひっかかって」　　　　　　　　　　　　　，
　次に，マクベスは自分が眠りを失ってしまった恐怖を語る。国王を殺したと
思いこんでいたのが，実は自分自身の眠りを殺してしまったのである。眠り
が，美しく，やさしく，病をいやすものであるとの連想はシェイクズピアの他
の戯曲にも多く見出される（たとえば，Midsummer－IVight’s　Dream，　III．　ii．
435．や2Henry　IV，　III．　i．6，8．など）が，マクベスもそのいやす効能を語
っている。
　　Methought　I　heard　a　voice　cry‘Sleep　no　more！
　　Macbeth　does　murder　sleep，’the　innocent　sleep，
　　Sleep　that　knits　up　the　ravelrd　sleave　of　care，
　　The　death　of　each　day’s　life，　sore　Iabour’s　bath，
　　Balm　of　hurt　minds，　great　nature’s　second　course，　　　・　’
　　　　　　　　　　　　　　　－15一
　Chief　nourisher　in　life’s　feast，一　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．　ii．36～41．）
「どこかで声がしたようだった。　「もう眠りはないそ！　マクベスは眠りを
殺してしまった」と一あの無心な眠り，心配というもつれた絹の糸まきを
しっかり撚りなおしてくれる眠り，その日その日の生の寂滅，きつい仕事の
あとの湯あみ，傷ついた心の塗り薬，自然が腕をふるった料理，人生のうた
げの主要な滋養物であるのに一」
　自然を乱したマクベスは，自然の規則正しいリズムの外にわれとわが身をお
いてしまい，孤独の暗黒へ突き進んで行くと同時に，事を遂行するまであれほ
ど意志の弱さを見せたマクベスが，事を行った後は，断乎たる強さをみせ，自
己の周囲に忍び寄って自己の地位をゆるがすものを一切取り除こうとする。
　　　　　　　　　　　　　To　be　thus　is　nothing；
　　But　to　be　safely　thus．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（III．　i．48～49．）
　「ただこうしている〔王でいること〕だけではなにもならん。なんの不安も
　なしにこうしているのでなければ」
　自然法的秩序に基づく王の位を，その秩序を破壊する王位さん奪によって得
ることは不可能である。マクベスはその地位を守り切るため，バンクォ～を殺
し，マクダフの命を狙い，これに失敗すると，その妻子を虐殺してしまう。こ
うして一途に破局へと突き進んで行くマクベスの姿とは逆に，マクベス夫人の
意志は次第に後退して行く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nought’s　had，　all　’s　spent，
　Where　our　desire　is　got　without　content：
　’Tis　safer　to　be　that　which　we　destroy
　Than　by　destruction　dwell　in　doubftul　joy．　　　　　　　　（III．　ii．4N7．）
「なにもならない，すべてが無駄なことだ，望みはとげても，みちたりた安
らぎが得られなければ。殺しておいて，あやふやな喜びしか手に入らぬくら
いなら，いっそ殺されたほうが，まだらくなのだが」
この警句的なカプレットから成る夫人の独白は国王殺害が彼女のこころにど
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のような衝撃をあたえたかをうかがい知る最初の手がかりであり，絶望感の簡
潔な要約がそこにある。夫人はこの場に登場するマクベスを見て，
　　How　now，　my　lord！why　do　you　keep　alone，
　　Of　sorriest　fancies　your　companions　making，　　　　　　（III．　ii．8～9．）
　「まあ，どうなさったのです！　なぜいつもひとり寂しく物思いに沈んでい
　るのですか？」
という言葉はマクベスの孤独の姿を浮き彫りにさせる。シェイクスピアの悲劇
の人物のなかで，マクベスほど孤独な人間はいない。ハムレットにはホレーシ
ョーという心を打ち明ける友があり，オセローにはイヤゴーが，リアにはケン
ト，道化，エドガーがあり，タイモンにはフレーヴィアスがいる。しかし，マ
クベスはまったくひとり自分の穴の中に閉じこもって，深刻な孤独感にさいな
まれながら，しかも人間を信じることの出来ない苦しみと不安を背負って生き
ていかなければならない。彼は自分の妻からも孤立し，将来の計画を打ち明け
ることを拒絶する。
　Be　innocent　of　the　knowledge，　dearest　chuck，
　Till　thou　applaud　the　deed．　Come，　seeling　night，
　Scarf　up　the　tender　eye　of　pitiful　day，
　And　with　thy　bloody　and　invisible　hand
　Cancel　and　tear　to　pieces　that　great　bond
　Which　keeps　me　pale！　　　　　　　　　　　　　　（III．　ii．45～50．）
　「知らずにいたほうがよい，さあ，あとで喜んでもらおう。早く来い，眼を
　おおう夜の闇，情にもろい昼のやさしい眼をかくしてくれ。そして，血みど
　ろの，見えぬ手でおれをおびやかすあいつの命の証文をずたずたに引き裂い
　てしまってくれ！」
　闇の力を呼ぶマクベスがずたずたに引き裂いてしまわなければならない「生
命の証文」とはフリーアンスとバンクォーの生命を意味するが，ここにはま
た，マクベスの人間としての生命の証文をも暗示するアイU一がひそんでい
る。息苦しい穴倉に閉じこめられ，がんじがらめに身体を縛られ，とめどもな
　　　　　　　　　　　　　　　一17一
い疑惑と恐怖のとりことなったマクベスは，行きつくところまで行く以外にな
いのであり，また彼もそれを断行して行くつもりである。ダンカンを王として
いただく秩序の世界にあったマクベスの正義の武勇は，いまは，裸の暴力とし
てのみ残っているだけである。
　　　　　　　　　　　　　　　Iam　in　blood
　Steep’d　in　so　far，　that，　should　I　wade　no　more，
　Returning　were　as　tedious　as　go　o’er．　　　　　　　　　（III．　ii．136～138．）
　「おれはもうここまで血の河を渡って来てしまったのだとすると，この先は
　行かないで戻るとしても，渡り切るのと同じくらいにおっくうだ」
　Arthur　Sewellが述べたように，ここにはまさに地獄の引き裂かれた魂の姿
がある。と同時に，地獄の中へ魂を投げ入れて，地獄の中へ造形して行く作者
の残忍さがある。
〔皿〕
　饗宴の場はマクベスの孤独を劇中でもっともドラマティックに表現している
ところである。饗宴はひとつの‘ritual’であり，国王はつらなる臣下の上席に
すわり，臣下はおのおのしかるべき自分の席に着くのである。一種の小宇宙で
あり，正しい秩序の照応である。しかし，マクベスにはその饗宴に加わること
ができない。バンクォーの暗殺成功のしらせを聞いて安心したマクベスは，何
くわぬ顔でバンクォーの遅参を非難すると，血まみれのバンクォーの亡霊が現
われ，マクベスに気づかれないで，彼の席にすわる。シェイクスピア劇の亡霊
はある特定の登場人物にしか見えないことになっており，バンクォーの亡霊も
マクベス以外の人間の眼には見えない。しかも，マクベスが人間の世界に加わ
ろうとする時一はじめは，饗宴の国王の席に着こうとする時，つぎは，列席
者とともに乾杯をしようとする時一亡霊が出現しマクベスが人間の世界に加
わるのを阻むということは注意すべきことである。マクベスは自身が造りあげ
た世界に自分の居場所がないのである。他の人間との接触を断ち切られたマク
ベスはますます自己の内側へと崩れて行くほかはないのである。魔女たちの予
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言はつぎつぎに果たされつつあり，バンクォーは殺され一その息子フリーア
ンスは逃亡するというようなその計画の一部に破たんはあったが　　王位につ
いた祝宴を開くという時のこの逆転はまことに痛烈なアイロi一である。
　饗宴の場を過ぎてから，この悲劇はテンポを早あて，マクベスの崩壊と分裂
へ突進して行く。それは「ハムレット』が劇中劇を境にして，謎の霧の中での
相手の正体のさぐり合いから，相互に正体を曝露したハムレットとクロウディ
アスが，たがいに相手を敵と確認した上で，いかにして相手を破壊するかの攻
防戦を展開して行くのに似ている。しかし，この場面を過ぎてからのマクベス
の行動に』は乱れが見え，支離滅裂な不安のみが彼の心をおそう。自己の運命を
支配することの出来ないことから生ずる恐怖のあまり，マクベスは自己の意志
のささえを求めて，ふたたび魔女たちを訪れて，その予言を求める。
　　　　　　　　　　　though　the　treasure
　Of　Nature’s　germens　tumble　all　together，
　Even　till　destruction　sicken；answer　me
　To　what　I　ask　you．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（IV，i’58～61．）
　「自然をゆたかに実らす万物の種を，ことごとく地表にさらけ出し，いかな
　1る破壊の魔手も面をそむける荒廃が大地をおおっても構わん。さあ，おれの
　問いに答えてくれ」
　マクベスの問いに魔女たちは，「あなたは決して負けない。入間の女の腹か
ら・生れた者には負けない（第4幕第1場80～81）」「バーナムの森が動いて来
ない限り決して負けない（第4幕第1場92～93）」と答えるので，マクベスは
安心して帰り，ダンシネーンの城でダンカン王の亡命していた二人の王子を擁
してマクダフが攻め上ってくることを知らされても少しも動じない。しかし，
ftだひとり残されると自分の心に食い入る孤独のみじめさが口をついて出てく
る。
　Ihave　liv，d　long　enough：my　way　6f　life
　Is　fall’n　into　the　sear，　the　yellow　leaf；
　And’that　which　should　accompany　old　age，　　　　　　　　　　　　，
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As　honour，　love，　obedience，　troops　of　friends，
Imust　not　look　to　have；but，　in　their　stead，
Curses，　not　loud　but　deep，　mouth－honour，　breath，
Which　the　poor　heart　would　fain　deny，　and　dare　not，　（V．　iii．22～28．）
「おれも長いこと生きてきたものだ。足もとには黄ばんだ枯葉が散りはじ
め，老いが忍び寄ってくる。それなのに，この静かな時期にふさわしい栄誉
もなければ，尊敬も従順も，得られない。いや，ささやかな友情すら与えら
れそうもない。それどころか，呪咀の声が，高くはないが，深く国中によど
み，口さきだけの尊敬や追従がそれをおおっている。その虚偽を，おれの弱
い心はしりぞけようとしながら，どうしてもそれができないのだ」
　ここにはいままでに見られなかったマクベスの静かな自己観照がある。自
己の犯した行為のゆえに人間の世界から隔絶された自己を平静に見つめるマ
クベスの姿がある。しかしながら，引き返すことは彼には許されない。最後
の破局に向って進む以外にないのである。
　1’ll　fight　till　from　my　bones　my　flesh　be　hack’d．
　Give　me　my　armour．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．　iii．32～33．）
「あくまで戦うそ，この肉が，骨からそぎ取られるまで。よろいを持って来
い」
　マクベスと夫人とを結ぶきずなも次第に崩壊して行く。マクベス劇のはじめ
において，この夫婦はすべての文学のなかでも，最もこまやかな愛情を寄せ合
う夫婦として描かれている。夫人は「偉大さを分け合うもっとも親愛な人」で
あり，「もっとも愛する人」であった。しかし，悪の力がマクベスをすべての
人間から切り離してしまうのと同じように，彼と夫人を結ぶ糸をも断ち切って
しまう。夫人には夫をさいなむ亡霊を見ることができなかった饗宴の場がしめ
すように，マクベスの存在は夫人にも入りこめない孤独状態なのである。劇の
はじめの部分で，二人は未来の計画をともに相談し合い，劇の終りにおいてお
互いにただひとりで死んで行く。そして，夫人の死の報せをうけた時，マクベ
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スの言った言葉は，
　　　　　　She　should　have　died　hereafter；
　There　would　have　been　a　time　for　such　a　word．　　　　　（V．　v．17・v18．）
　「もっと後で死んでもよかっただろうに。そういう知らせを持ってくる時は
　ほかにもあったろうに」
というにすぎない。彼は夫人の死の原因をたずねようともしない。マクベスの
思考はなんの目的もない，その未来がなんの意味をも持ち得ない絶望の人生を
かい間見て，そこでマクベスが悟ったものは，ダンカン王に凶剣を突き立てた
瞬間に実は，彼がおちいった状態の真の意味だったのである。
　To－morrow，　and　to－morrow，　and　to－morrow，
　Creeps　in　this　petty　pace　from　day　to　day，
　To　the　last　syllable　of　recorded　time；
　And　all　our　yesterdays　have　lighted　fools
　The　way　to　dusty　death．　Out，　out，　brief　candle！
　Life’s　but　a　walking　shadow，　a　poor　player
　That　struts　and　frets　his　hour　upon　the　stage，
　And　then　is　heard　no　more；it　is　a　tale
　Told　by　an　idiot，　full　of　sound　and　fury，
　Signifying　nothing．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．　v．19～28．）
　「明日，また明日，またその明日が，一日ごとにこの小きざみな足どりで，
　時の記録の最後の一句にまで這って行く。そして，すべての昨日という日
　は，馬鹿者どもに，死んで塵と化す道筋を照してやったのだ。消えろ，消え
　ろ，束の間のともしび。人生は歩いている影のようなものにすぎない。それ
　ともあわれな役者，自分の受持ち時間だけ舞台の上でどたばたやって，それ
　っきり後はひっそり。人生とは阿呆が語る物語で，音がしたり，怒った声が
　聞えたりするけれども，なんの意味もないのだ一j
　マクベスが自然法的秩序を破壊して築き上げた反秩序の世界は，みじめにも
一切のものがなんの意味をもたないまったくの虚無の世界であった。そして，
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この虚無の世界は神なき精神風土と密接不離の関係にあることは否めない。し
かも，虚無感が喪失感覚とうらはらにあることを考えれば，マクベスの悲劇は
まさに神の喪失の悲劇であるといえよう。神に挑戦したマクベスの精神の破壊
はその肉体の破壊をも伴なう。マクダフの旗竿の上にマクベスの首が高々とく
くりつけられ，ダンシネーンの原で新王マルカムに対して湧き起こる，「スコ
ットランド国王万才！」の叫びで戯曲「マクベス」は終っている。
〔IV〕
　戯曲「マクベス』は中世的自然法に発する正しい自然（秩序）の転覆と回復
を基本的構造とし，マクベスという人間の不安（uncertainty）と疑惑（doubt）
のなかで，人間が自己の内側にのみ生の原理を確認し，神というような超越的
な実在者とのかかわりを拒絶する生き方をした場合の人間の孤独　（isolation）
をその主題としている。戯曲「マクベス」が「ハムレット」とその劇の開始に
おいて相似性が見られることははじめにふれたが，ハムレットが，生きること
に耐えられない自己相剋の状態に追いやられた孤独の人間から，生というもの
がもはや自分自身のためのものではないと悟り神に対する愛一それはまた真
実に対する愛であるが一に生き，正義人道のため地に落ちる一粒の麦となっ
て神の使徒としての使命に目ざめるときの救いと生の転換を主題としているの
に対し，「マクベス」においては劇の進行に従って，正しい秩序の中にあって
は栄光に輝やく武将，国の危機を救う者，やさしい人間の心がありすぎる人間
マクベスが，彼を強く把握している秩序の力をすこしつつ振りほどきながら反
秩序の世界へ転落して行く人間荒廃の姿を描いているのといちじるしい対比を
なレている。ハムレットは神に近づいて行った人間であり，マクベスは神から
遠ざかって行った人間である。
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